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水素 及び逾元 ニツケルを遘 る方法並び に興 の原料 は本論文の第一報 に逑べた所
と同一で ある。一つの試料 に就 て先づ吸歌速 慶及び 吸收能 を測定 し,実 にこの試
料 を300◎に1時 間加熱 した後,1司掾 な測 定を試み,以 後360',400',950`,500ｰに
1時 闘加熱 する毎 に全 く同醸 な測定 を反復 した。
〔II〕 實驗 の方溘
an#1の険茄 を経へた後,其 の容 器Bを 零度 の恒湿槽 中に浸 し,温 度 の平衡 を得
るを待 つて,水 紊の貯蔵 器 真(こ れは室温に近 い桓温 槽に入れてあ る)よ りこれ
に水素 を途i♪,迯 り始 めてか ら10分 に して131の壓 を20.30cm.とした。爾 後
水素が吸牧 され るに從 つて,_,よ973に水素をun,】Slyの遜は常に20,30ｱO.OS
em.に保 ち,適 宜の時繝 緑に」、内の壓 を觀測 した。依 つてAhlの壓が減 少す る連




物 理 化学 の 進 歩Vol、7No.1(1933)
(飯島俊一鎚)遑 元ニジケルの水素服蔚1;敦て(策 三轍) (37)
〔III〕貿 驗 の 結 果
工)水 素 吸收の逋度 今水索貯戴器A内 の壓 と時閲 との闢係 を記せば第iの
如 くで あるOnし 最初水素 を逸 り始 めてか ら,?0.30cm.のtt:る迄 には,各
實驗 共に10分 を要 したけれ ど も,時 間の原 點 と しては水素の入れ始 めを取つた
もので ある。又第1表 の數 倣 に就 てmと 時圖 との關係 を圖示すればFig.1及 び
Fig.2の如 くであ るa徇Fig.2に 於ては時間 二〇な る點 の堅 を省略 してあるζ
とを附記 し/}ければな らない。
TABLEI.
試 料 … …20.7344gの酸 化.二J'ケ1レを 邏 元 し7二ものo
逡 元 の 温礎 に28【}o,時間 に41時 冏o
脱 着 … …2so'で1時 間6
吸牧 … …温 度 に0響,黙 に20.30cm.の恒 壓o
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に加 熱 し'1二もの 工50 .//./Q
0,19
萎59 ,Eに 最 初 の 壓 で あ ろが,そ の 中LA.14;iニツ ケa容 器 の堂 聞 を 充i:一fi:めi=iA
費 され るoそ れ 故 最 初 の頑 と しZptの差.47.:r1かと るo以 『r同揉o
一`際 報)一一












































































































物 理 化 学 の 進 歩Vol、7No.1(1933)






















































物 理 化学 の 進 歩Vol、7No.1(1933)

















































ミ量元 しt二ま ま ユ1
.49ユ3,as31〕 σ'.
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2)水 素 の吸牧 量 今吸牧 を始 めてか ら30分 の 後,即 ち水素 を逡 り始めてか
ら10分 に して,20.30cm。の壓 とな し,共 の 段20分 を經 たる時迄の吸牧 飛,
及び300分を経 たる時迄,帥 ち何れの吸牧 に於 て も,溶 解 のみが 行はれ るに至 つ
の
た時迄の吸牧量は皴3表 の如 く,第3表の数 嶝に就て時聞と吸牧量との曲線 を描
けばFig.4の如 くであるo
TABLElll.
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徇 本實驗に於ては吸收景 を見て居 るけれ ど も,此 の 一.合溶解量 は同 一で あると
見倣す ことが で きるかb,吸 牧量 の減 少は即 ち吸蒼量 の減 少と 見て よいのであ
る0
〔IV〕 實驗 結呆の考 察
















る こと を避 けた如 きは其Z)一
で ある。依 つj1111ｰ,A,に囚る前
逑;の如 き性 質の變 化は全 く加
熱共 の ものに依 る性質の變 化















Lなる直線の部分は和互に殆ど並行 して居 る。これは水素がiけ 込んで
1)飯 島,本 諮7(19り ・レ巳昼曜,)
'一(原 報,一 ・
物 理 化学 の 進 歩Vol、7No.1(1933)
(覗) (餃防俊一郎)還 元ニソケルの水蓁吸首に就て(第 靄帳)
行 く速 度が,相 等 しい ことを示 す もので,高 温に處理 して も此の溶解速 凌に變 化
を來.さなVbことを示す ものである3
(ロ)Fig・2に 就て450=に加熱 した もの,及 び500'に加熟 した ものの曲線
を見る時 は,1/一厂=・2.73自」ち吸牧 の砌期 よ り30分 を経 た邊 か ら,優 に直線 の
郵分 が始 つて,吸 着は平衡に逡 して.溶 解 のみが行 はれ て居 る事を示 して屆 る。
然 る1ζこれ等 よ りも加熱沮度が低 い ものの1山線に於て は,ijm熱温唆が低い ものの
曲鍠程,直 線部が始 まる懲迄の時間が長 く,邇 元 した ま Σの ものに就 ては これ が
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